
JP 2014-6323 A5 2015.8.6

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成27年8月6日(2015.8.6)

【公開番号】特開2014-6323(P2014-6323A)
【公開日】平成26年1月16日(2014.1.16)
【年通号数】公開・登録公報2014-002
【出願番号】特願2012-140741(P2012-140741)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  26/10     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/44     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   26/10     　　　Ｚ
   Ｂ４１Ｊ    3/00     　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成27年6月22日(2015.6.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明の光走査装置は、光ビームを出射する光源と、前記
光源から出射された光ビームが感光体を走査するように前記光ビームを偏向する回転多面
鏡と、前記回転多面鏡が取り付けられる光学箱と、前記光源を保持し、前記光学箱に形成
された第１の面と間隙を形成する第２の面が形成され、前記第１の面と前記第２の面とに
よって形成される前記間隙における接着位置に充填された接着剤によって前記光学箱に接
着される保持部材であって、前記接着位置からの前記接着剤の垂下を抑制するために、前
記間隙において前記接着位置に沿うように前記第２の面から前記光学箱側に向かって立設
し、前記光学箱に非接触である立設部が形成された保持部材と、を備えることを特徴とす
る。また、本発明の光走査装置は、光ビームを出射する光源と、前記光源から出射された
光ビームが感光体を走査するように前記光ビームを偏向する回転多面鏡と、前記光源を保
持する保持部材と、前記回転多面鏡が取り付けられ、前記保持部材の第２の面と間隙を形
成する第１の面が形成され、前記第１の面と前記第２の面とによって形成される前記間隙
における接着位置に充填された接着剤によって前記保持部材が接着される光学箱であって
、前記接着位置からの前記接着剤の垂下を抑制するために、前記間隙において前記第１の
面から前記保持部材側に向かって立設する立設部を備える光学箱と、を備えることを特徴
とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光ビームを出射する光源と、
　前記光源から出射された光ビームが感光体を走査するように前記光ビームを偏向する回
転多面鏡と、
　前記回転多面鏡が取り付けられる光学箱と、
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　前記光源を保持し、前記光学箱に形成された第１の面と間隙を形成する第２の面が形成
され、前記第１の面と前記第２の面とによって形成される前記間隙における接着位置に充
填された接着剤によって前記光学箱に接着される保持部材であって、前記接着位置からの
前記接着剤の垂下を抑制するために、前記間隙において前記接着位置に沿うように前記第
２の面から前記光学箱側に向かって立設し、前記光学箱に非接触である立設部が形成され
た保持部材と、を備えることを特徴とする光走査装置。
【請求項２】
　前記光学箱には、前記立設部が挿入される凹部が設けられていることを特徴とする請求
項１に記載の光走査装置。
【請求項３】
　前記光学箱には、前記立設部が挿入される開口が設けられていることを特徴とする請求
項１に記載の光走査装置。
【請求項４】
　前記第２の面と前記立設部とのなす角は９０度以下の鋭角であることを特徴とする請求
項１乃至３いずれか１項に記載の光走査装置。
【請求項５】
　前記光源ユニットは、前記立設部の先端部は、前記接着位置側に向かって湾曲または屈
曲していることを特徴とする請求項２または３に記載の光走査装置。
【請求項６】
　光ビームを出射する光源と、
　前記光源から出射された光ビームが感光体を走査するように前記光ビームを偏向する回
転多面鏡と、
　前記光源を保持する保持部材と、
　前記回転多面鏡が取り付けられ、前記保持部材の第２の面と間隙を形成する第１の面が
形成され、前記第１の面と前記第２の面とによって形成される前記間隙における接着位置
に充填された接着剤によって前記保持部材が接着される光学箱であって、前記接着位置か
らの前記接着剤の垂下を抑制するために、前記間隙において前記第１の面から前記保持部
材側に向かって立設する立設部を備える光学箱と、を備えることを特徴とする光走査装置
。
【請求項７】
　前記保持部材には、前記立設部が挿入される凹部が設けられていることを特徴とする請
求項１または２に記載の光走査装置。
【請求項８】
　前記保持部材には、前記立設部が挿入される開口が設けられていることを特徴とする請
求項１または２に記載の光走査装置。
【請求項９】
　前記第１の面と前記立設部とのなす角は９０度以下の鋭角であることを特徴とする請求
項６乃至８いずれか１項に記載の光走査装置。
【請求項１０】
　前記光学箱は、前記立設部の先端部は、前記接着位置側に向かって湾曲または屈曲して
いることを特徴とする請求項７または８に記載の光走査装置。
【請求項１１】
　前記接着剤は、光硬化性の接着剤であり、
　前記保持部材は、前記間隙の端部から前記接着位置に充填された前記接着剤に向かって
照射された光によって硬化した前記接着剤によって前記光学箱に接着されることを特徴と
する請求項１乃至１０いずれか１項に記載の光走査装置。
【請求項１２】
　前記光源は、光ビームを出射する複数の発光素子を備えることを特徴とする請求項１乃
至１１いずれか１項に記載の光走査装置。
【請求項１３】
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　請求項１乃至１２いずれか１項に記載の光走査装置と、
　前記感光体と、
　前記光走査装置から出射される光ビームによって露光されることで前記感光体に形成さ
れる現像手段と、を備えることを特徴とする画像形成装置。
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